
『粒子線治療応援定期預金』の寄附金贈呈について

　神戸信用金庫（本店：神戸市　理事長：西多　弘行）では、『粒子線治療応援定期預金』の

寄附金贈呈式を下記のとおり行いましたのでお知らせいたします。

　本定期預金は医療産業都市である神戸市に拠点を持つ金融機関として先進医療機関への寄附活動を

行うことで地域貢献の一助とすることを目的として、平成２８年１２月１日から取扱いを開始いたし

ました商品であります。お客さまから、本定期預金の主旨をご理解いただき、お預入れの額が当初

募集予定額を大幅に上回ったことから、平成２９年３月末の募集期限を待たずして寄附金贈呈式を

実施いたしました。

　現在、兵庫県立粒子線医療センター主導で難治がんの代表である膵がんに対する「陽子線治療の

共同臨床研究」を計画しており、この臨床研究で有効性が証明できれば、陽子線治療が保険診療と

なり、多くの膵がん患者の役に立つことが期待されております。

　神戸信用金庫では今後も地域社会の一員としてより一層の社会貢献活動に積極的に取り組み、

地域経済の成長発展に向け活動してまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１． 寄附内容 寄附金額　　　　２００万円

　　　　　　　　　　　　粒子線治療応援定期預金残高の０．１％（上限200万円）

神戸信用金庫

本件に関する問合せ先
 神戸信用金庫　業　務　部　    ０７８－３２１－７７２1

平成２９年３月29日（水）

兵庫県庁において、西村病院事業管理者および西多理事長

による贈呈式を行いました。


